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本日のメニュー 
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 博士論文とは どんなもの？ どこにあるの？ 

 

 学位規則改正の概要と背景 

   

 博士論文の検索方法 

 

 博士論文の利用方法 



博士論文とは 
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 博士学位を取得するために提出し受理された学位論文の 

 こと 

 

 専門分野の最新の動向を反映し、多くの新しい知見を含む
貴重な学術資料 

 

 博士論文は著作物 

 

 博士（医学）の学位が授与された博士論文 
英文で作成された原著論文で、査読のある権威ある学術雑
誌に掲載または受理されたものとしているところが多い 

 



博士論文の公表 
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 明治19年 帝国大学令公布 

   公表は義務づけられていない 

 

 大正9年 学位令改正 
  博士論文の印刷公表を規定 

   （学位審査の透明性・博士論文の質を担保） 
  ★単行書・学術雑誌による公表 

 

 昭和28年 学位規則公布 

    博士論文の印刷公表を規定 

      （学位を授与される前にすでに印刷公表した時は、この限り 

      ではない。） 
   ★大学・国立国会図書館で利用に供されることで 

     「印刷公表」されたと考えられている 

 



 

 

博士論文はどこにあるのか 
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 論文が提出された大学等の図書館等 

 

 国立国会図書館関西館 

 

 一般書籍として出版 

 

 雑誌に掲載 

 

 専門の業者による販売（主に北米） 

  

 Webサイトで無料公開 

 



国立国会図書館における博士論文の収集 
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 昭和10年：文部省保管の博士論文を移管 

 

 ～昭和49年授与分：文部省に送付された博士論文の移管 

 

 昭和50年～平成25年3月授与分：全国の学位授与大学等から
印刷された博士論文が直接送付   

   

      ➱平成25年3月現在：大正12年9月～ 55万点以上を所蔵 

 

 平成25年4月以降（規則改正後）授与分：電子形態の博士論文
を収集（印刷体も） 

  

 



 

博士論文の電子化  
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 平成3年4月1日～平成13年3月31日授与分 

   ★国会図書館で電子化 

    館内利用（デジタルコレクション）: 126,000点 

     インターネット公開： 15,000点 

 

 平成13年4月1日～平成25年3月31日授与分 

    ★大学図書館が電子化  

 

 平成25年4月1日以降 

    ★学位規則の一部改正によりインターネットによる公 

     表が原則となる 

 



学位規則改正の概要 
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博士の学位授与（平成25年4月1日以降） 

原則（1年以内） 「やむを得ない事由」が
ある場合 

・論文の全文 

・論文の要約 

・全文閲覧（大学） 

インターネット公表が         不利益が生じる場合 

できない内容を含む場合 

・立体形状による表現を      ・出版刊行（予定）                      
 含む                            ・学術ジャーナルへの 

・著作権や個人情報に        掲載（予定）              
  係る制約                         ・特許の申請（予定）等 

                                                                       

やむを得ない事由が
なくなったとき 

インターネット公表
は機関リポジトリ 

国会図書館への送付
（原則電子） 

・博士論文の要旨 

・論文審査の結果の 

 要旨（3か月以内） 

大学等の承認 

（大学等） 

（本人） 



学位規則改正の背景 
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 博士論文のオープンアクセス化への要請 

  （オープンアクセス：研究成果を無料公開している電子ジャーナル） 

  ★研究成果の発信のしやすさ 

  ★利用のしやすさ 

 博士論文の電子化の限界 

 機関リポジトリ（Institutional Repository=IR）の充実 

         （2014年11月現在） 

  ★大学等のIR数：401 

  ★コンテンツ数：193万件以上（本文あり141万件） 

  ★学位論文：6.9％・13万件（本文あり4.3％・6万件） 

 利用の多さ 

 

 

 



機関リポジトリ 

2014/12/08 平成26年度第23回医図懇総会 10 

 研究教育の成果物を蓄積・恒久的に保存し、内外 

 へ向けて無償で発信するインターネット上のデータ
べース 

 

 研究機関自らが学術研究成果を無償で国内外へ発
信する新しい学術コミュニケーション（オープンアクセ
ス）を構築することができる 

 



公表するにあたり図書館が困ったこと 
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 公表できる論文は？ 

  ★著者最終稿って??   post print?   pre print? 

 

 本人・共著者からの許諾が取れない 

 

 留学生で帰国したため連絡が取れない 

 

 大学での担当部署の切り分け  

 規則改正の周知、承諾書・本文の収集、リポジトリへの掲載・メ

タデータの作成、本文の要約のみの場合の全文閲覧への対応 
etc. 

 



投稿論文のバージョン 
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A B 

C 

校正 

accept 

著者最終稿 

出版社版 

Preprint* Postprint* 

Publishers version 

出版社レイアウト 

編集者・査読者 出版社 

Yellow 

Preprint(A)の公開が可能 

Blue 

Postprint(B)の公開が可能 
出版社版(C)が使える場合あり 

Green 

Preprint(A)とPostprint(B)のどちら
でも公開が可能 
出版社版(C)が使える場合あり 

White 

Preprint(A),postprint(B),出版社版
(C)何れの公開も行えない 

RoMEO**のcolor 

**RoMEO:SHERPA/RoMEOはIRでの出版社許諾情報をDB化しているサイト 

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/ *Preprint及びPostprintの定義は、RoMEOの定義を使用しています 

論文原稿（テキスト＋図等） 

著者 

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/


島根大学の 

学術機関リポジトリ

SWAN 
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 博士論文の収録件数  

   平成25年4月1日以降授与分のみ 

 医学研究科 23件（内本文公表済みは6件） 

 総合理工学研究科 9件（内本文公表済みは6件） 

 

 医学研究科の博士論文数 

 平成3年度～平成12年度 240件  

 平成13度～平成24年度 211件  

 平成25年度 24件（本文提出14件・公開不可5件） 

  SWAN:http://ir.lib.shimane-  

u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869 

http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869
http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869
http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869
http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869
http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869
http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869
http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869
http://ir.lib.shimane-u.ac.jp/list/sgj;jsessionid=88E92D65CD97004158E1638AB66D4869


博士論文の探し方 1 
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博士論文関係の情報源 

  博士論文書誌データベース（NII） 
https://dbr.nii.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000016GAKUI1 

 

  要旨集（各大学、国会図書館所蔵） 
 

  大日本博士録・日本博士録など（明治・大正・昭和 

  の古いもの） 
 

    ★国立国会図書館リサーチナビ 
     （海外、国内博士論文の調べ方にリンク） 
 http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-100044.ph 

 

 

https://dbr.nii.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000016GAKUI1
http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-100044.ph
http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-100044.ph
http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-100044.ph
http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-100044.ph
http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-100044.ph


博士論文の探し方 2 
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 NDL-OPAC 「博士論文」にチェック  

 大学等のOPAC・博士論文の検索システム 

 

 JAIRO：国内の機関リポジトリのメタデータの横断検索  

 http://ju.nii.ac.jp/ 

 国内の機関リポジトリ一覧：国内の大学等の機関リポジトリへのリンク集
http://www.nii.ac.jp/irp/list/ 

 国立国会図書館デジタルコレクション：博士論文専用の画面で検索 

 http://dl.ndl.go.jp/#etd 

 大学等のリポジトリ 

 

 国立国会図書館サーチ http://iss.ndl.go.jp/ 

 

 

 

印刷物 

インターネット公表分 

印刷・電子まとめて 

http://ju.nii.ac.jp/
http://www.nii.ac.jp/irp/list/
http://dl.ndl.go.jp/
http://iss.ndl.go.jp/


博士論文の利用 
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形 態 
 

印 刷 
 

電 子 
 

非公表 公 表 

 
閲 覧 

 

 
 

所蔵館へ来館 

 
機関リポジトリ     

国立国会図書館デジ
タルコレクション 等 

 

 
 

複 写 
 

原則として半分まで                       
（主論文、副論文・参考論文などで構成される場
合はそれぞれ半分）                                   
全文複写は著者の許諾が必要 
 

 ○                 
本文の要約しかない
場合、全文の閲覧を

申し込む 
 

 
貸 出 

 
× 

 

 
× 

 

 
- 

 

 
インターネット利用 
 

 
× 
 

 
× 

 

 
○ 

 

★所蔵：国立国会図書館、大学等図書館など 


